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<史料館だより>

日 次

o神戸市東灘区森北町所在の稲荷神社境内

2000.3.31 

NO.27 

石造遺物調査報告 ・ 望月 浩 2

稲荷神社境内の水鐙背面にある銘文の拓本
「魚屋」ゃれ賓屋Jなど、当時漁業が盛んだった様子が偲ばれる。

文政 5年 (1822)奉納された。(本誌 6P参照)

神戸深江生活文化史料館
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神
戸
市
東
灘
区
森
北
町
所
在
の

稲
荷
神
社
境
内
石
造
造
物
調
査
報
告
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児
科
飢
中

z
u

一
、
は
じ
め
に

史
料
館
の
所
伝
す
る
深
江
地
区
は
、
近
刊
に
は
本
陀
九
ヶ
所
村
と
呼
ば
れ
る

M

M

μ

h

げ

る

の

日

〈

村
々
の
ひ
と
つ
で
、
村
内
の
大

U
2
k抑
制
の
他
い
、
日
制
初
判
H
N
e

保
久
良
神

社
の
氏
子
で
も
あ
っ
た
。
明
治
以
後
は
保
久
良
仲
村
か
ら
は
氏
-ー
を
雌
れ
る
が
、

羽
化
で
も
稲
荷
抑
制
は
、
五
川
例
制
民
を
合
め
、
地
元
の
氏
神
と
し
て
犯
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
た
め
境
内
に
も
地
元
の
人
々
が
近
世
以
降
笥
進
し
た
石
造
遺
物
が

数
多
く
見
ら
れ
る
。
村
内
に
所
作
す
る
大

H
怨
火
神
討
の
境
内
の
行
法
泣
物
は

本
位
二
十
円
勺
で
紹
介
し
て
い
る
。
今

M
は
航
。
何
神
白
境
内
の
石
造
遺
物
の
淵
脊

結
集
を
報
告
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
本
文
中
に
掲
載
さ
れ
た
写
山
の
船
影
と

拓
本
の
採
拓
は
館
者
自
身
が
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

二、

森
の
稲
荷
神
社

J
R
甲
南
山
手
駅
よ
り
西
北
三
百
メ
ー
ト
ル
の
神
戸
市
京
滋
区
脊
北
町
凶
寸

同
十
七
に
、
稲
荷
抑
制
が
鎮
座
し
て
い
る
。
通
品
朴
「
森
の
お
焔
怖
さ
ん
」
と
地

A
V

掲
の

み

と

S

と・
4
irl
H
υ

4町
内

'
E

、e
，、

元
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
。
祭
神
は
、
宇
迦
御
魂
政
受
火
命
・
紛
許
魂

AE

FdJztz-
E
fじ
ん
て
ん
の

AT

E
-
Z
EA
L
T
'eat
-
:
r
v
-のか
J

命

仙
陥
商
方
命
応
神
天
皇
大
山
紙
神
菅
原
道
山
ハ
八
術
比
士
口
神
。
神
社

の
起
淑
に
は
次
の
よ
う
な
社
伝
が
残
さ
れ
て
い
る
。
笠
亀
一
冗
年

(七
二
ニ
)
卯

月
卯
日
の
夜
に
深
江
浦
の
海
上
に
光
が
卸
い
た
。
村
人
は
こ
れ
を
怪
し
ん
で
海

辺
に
集
ま
る
と
、

一
基
の
神
輿
が
波
に
釆
っ
て
浜
辺
に
向
か

っ
て
き
た
。
そ
し

て
、
「
私
は
船
荷
の
神
で
あ
る
。
こ
の
山
手
の
森
除
に
肥
れ
ば
村
人
を
幸
せ
に

守
ろ
う
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
村
人
た
ち
は
現
在
の
地
に
肥
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
村
人
は
、
神
織
の
漂
着
し
た
卯
月
卯
日
を
吉
日
と
し
て
、

卯
の
誕
祭
り
と
称
し
た
例
祭
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に

お
か
れ
た
「
県
津
名
所
図
会
』
や
『
依
陥
群
絞
』
に
は
、
深
江
の
制
り
松
の
あ
っ

た
と
こ
ろ
に
、
稲
荷
付
制
の
ご
神
体
が
流
れ
っ
き
、
ち
ょ
う
ど
村
人
た
ち
が
去

の
刈
り
入
れ
を
し
て
い
る
時
で
あ
っ
た
の
で
、
柏
を
手
に
し
た
ま
ま
ご
神
体
を

迎
え
に
集
ま
っ
て
そ
の
回
り
を
踊
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
場

A 稲荷神社所在地図
(1国土地理院地形図 1/25，000西宮」を利用したものである)
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稲荷神社

稲荷神社拝殿

所
が
明
治
末
ま
で
お
旅
所
と
な
る
。

稲
荷
神
社
は

、
近
世
に
は
本
庄

九

ヶ

村

(

森

深

江

青

木

化

州

問

辺

小

路

中

野

三
条
津
知
)
の
総
社
で
あ
っ
た
。
明
ム
旧
五
年
に
氏
子
が

分

離

し

、

森

深

江

背

木

の

二一
ヶ
村
だ
け
が
氏
子
と
な

っ
た
。
明
治
六
年
に

村
社
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
神
社
明
制
限
」
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
二
年
に

森
村
の
天
満
抑
制
を
合
犯
し
、
同
凶
」
l

問
年
に
同
村
の
山
林
討
を
合
犯
し
て
い

る
。
「
兵
庫
県
神
村
誌
』

に
は

、
境
内
千
四
百
五
町
あ
り
、
営
造
物
と
し
て
、

絵
成
到
入
母
屋
上
記
九
町
二
尺
の
木
殿
、
瓦
封
入
母
屋
造
二
十
四
坪
の
拝
殿
が
記

述
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
抑
制
の
南
方
、
森
南
町
三

7
自
の
国
道
二
号
線
す
ぐ

北
側
に
、
高
さ
五
八
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
赤
鳥
居
が
建
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

昭
和
二
年
八
月
に
建
て
ら
れ
た
物
で
、
今
で
は
高
層
ビ
ル
の
除
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
年
五
月
十
一
日
の
空
襲
時
に
は
、
背
木
に
あ
っ
た
川
西
航

空
機
甲
南
製
作
所
が
米
軍
の
攻
撃
目
標
に
な
り
、
五
月
五
日
に
撃
墜
さ
れ
た
米

軍
飛
行
士
が
持

っ
て
い
た
航
空
写
真
に
十

一
日
の
燥
繋
計
画
の
付
近
の
目
印
と

し
て
、
こ
の
赤
必
賠
が
記
入
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
仲
山
居
が
建

っ
て
い
る
阪
神

屯
中
深
江
駅
か
ら
稲
荷
神
村
ま
で
通
じ
る
南
比
の
道
路
は
、
通
柄
、

「稲
術
筋
」

と
呼
ば
れ
、
例
祭
の
口
に
は
応
が
立
ち
並
び
、
賑
わ
っ
た
。
現
在
五
月
二
一

H
と

凶
日
に
卯
の
業
ま
つ
り
と
科
す
る
例
祭
が
行
な
わ
れ
、
ダ
ン
ジ
リ
が
史
き
同
さ

れ
、
人
々
が
熱
中
し
て

い
る
。

- 3 -

三
、
石
灯
箆
に
つ
い
て

境
内
の
石
造
造
物
の
内
、
大
半
が
石
灯
能
で
あ
る
が
、
次
に
石
灯
徒
に
つ
い

て
簡
単
に
記
し
た
い
。
石
灯
能
は

、
神
討
で
最
も
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
石
造
造

e
A
W
9
M
l、
ひ

ぷ

〈

ろ

U
B
じ

a

闘

う

け

ば

な

物
で
あ
る
。
下
よ
り
、
基
礎

竿

中
台

・
火
袋

・
笠
宝
珠
(
請
花
を
伴
、
つ
)

で
構
成
さ
れ

、
火
袋
に
は
灯
明
が
と
も
せ
る
構
造
に
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
れ
も

一
般
的
な
形
で
あ
っ
て
、
極
端
に
言
う
と
、
灯
明
が
と
も
せ
る
火
袋
だ

け
が
あ
れ
ば
石
灯
能
の
機
能
は
果
た
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
起
源
は
中
国
に
あ
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日
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稲荷神社境内石造遺物配置図
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り
、
本
来
は
仏
前
へ
の
献
灯
用
で
あ
っ
た
が
、
平
安
時
代
の
頃
か
ら
神
社
で
も

建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
当
初
正
面
に

一
基
建
て
ら
れ
て

い
た
も
の
が
、
室

町
時
代
頃
に
左
右
一
対
、

二
基
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
桃
山
時
代
以
降

心

句

べ

に
茶
道
が
確
立
す
る
と
、
庭
閣
の
鑑
賞
用
に
も
用
い
ら
れ
、
織
部
灯
能
や
吉
見

灯
能
な
ど
の
変
形
し
た
石
灯
能
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
江
戸
時
代
に
な
る

と
、
市
夜
灯
と
し
て
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
神
ね
の
参
道
や
入
り
口
に
も

置
か
れ
た
。
ま
た
、
道
徳
と
し
て
路
傍
に
も
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
形

ば
ら

状
も
、
竿
の
表
而
が
援
形
に
な
っ
た
神
前
(
宮
前
)
型
と
呼
ば
れ
る
物
が
多
く

作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
稲
荷
神
社
の
境
内
も
こ
の
神
前
砲
が
多
く
見
ら
れ

る
。
火
袋
の
平
而
形
に
よ
り
、
凶
角

六
角
八
品
川
灯
能
と
分
類
さ
れ
る
。
構

造
が
複
雑
な
の
と
、
そ
の
形
状
か
ら
倒
唆
し
や
す
く
、
破
損
や
補
修
が
自
に
つ

く
。
先
に
も
書
い
た
よ
う
に
、
利
引
へ
の
奉
納
さ
れ
た
石
造
造
物
の
中
で
は
数

が
多
く
、
時
の
有
力
者
権
力
者
の
名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
物
も
よ
く
見
ら

れ
る
。

続

四
、
境
内
の
石
造
遺
物

次
に
境
内
の
石
造
遺
物
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
番
号
は
配
世
図
の

番
号
に
対
応
す
る
。
材
質
は
特
に
明
記
し
な
い
限
り
花
山
間
山
首
で
、
造
物
に
刻
ま

れ
た
銘
文
も
特
に
明
記
し
な
い
限
り
は
縦
諮
き
で
あ
る
。

①

石

灯

飯

南
側
に
あ
る
鳥
居
を
く
ぐ
る
と
石
段
が
あ
り
、
上
に
上
が
る
と
左
右
に
石
灯

鎚
が
見
ら
れ
る
。
一
山
側
に
あ
る
の
が
①
で
、
現
古
川
は
百
八
よ
1

セ
ン
チ
。
完
形
で
、

日
制
花
は
省
略
さ
れ
、
正
而
が
四
角
形
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
明
記
し
な
い
限
り
、

こ
の
形
伏
の
物
が
多
い
。
恭
礎
は

一
段
に
な
っ
て
い
る
が
、
下
半
分
が
土
に
埋

も
れ
て
い
る
。
竿
は
神
前
型
に
な
っ
て
い
る
。
正
面
は
東
向
き
で
、
「
水
代
山
口
巾

夜
燈
」
と
し
っ
か
り
と
し
た
字
で
陰
刻
さ
れ
、
山
円
前
に
「
七
月
士
口
日
」
、
北
而

に
は
「
玄
暦
二
r巾
年
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
宝

暦

亙

。は

一
七
五
二
年
で

江
戸
時
代
中
期
の
建
立
で
あ
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
北
而
と
南
町
は
四
角
い

火
口
に
な
っ
て
お
り
、
京
商
は
半
円
形
の
、
西
面
に
は
円
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。

②

石

灯

筋

①
と
石
段
を
は
さ
ん
で
東
側
に
あ
る
o

形
状
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

一
一刈

の
物
で
は
な
い
。
総
出
は
百
九
十
五
セ
ン
チ
。
命
②
と
も
宝
は
軒
が
研
く
、
軒

下
は
水
平
で
、
軒
上
は
刺
端
で
上
方
に
強
く
反
転
し
て
い
る
。
隅
降
燃
は
波
形

」

む

〈

の
山
総
に
な

っ
て
お
り
、
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。
竿
は
平
田
が
機
状
に
な

っ

て
お
り
、
正
面
が
回
向
き
で
、
「
市
夜
燈
」
と
陰
刻
さ
れ
、
背
而
に
「
願
王
神

田
小
右
ヱ
門
」
、
雨
前
に
「
安
政
四
巴
年
三
月
士
口
辰
」
と
そ
れ
ぞ
れ
陰
刻
さ
れ

て
い
る
。
安
政
凹
年
は

一
八
五
七
年
で
、
江
戸
時
代
末
期
の
作
で
あ
る
。
士
口
辰

は
士
口
日
と
同
じ
意
味
の
語
句
で
、
石
造
造
物
で
は
し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。

基
礎
は
二
段
か
ら
成
り
、
下
段
の
東
面
に
「
石
工
/
文
右
ヱ
門
/
作
」
と
陰
刻

さ
れ
て
い
る
。
文
右
エ
門
が
ど
こ
の
石
工
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
地
元
の

(御

影
住
吉
)
石
工
と
忠
わ
れ
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
而
と
北
而
は
四
角
い

火
口
に
な
っ
て
お
り
、
士
山
吊
而
は
半
円
形
の
、
西
而
に
は
円
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。

り

灯石
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③

井

戸

枠

。
②
の
東
側
に
あ
る
。
上
部
に
は
分
厚
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
叢
が
あ
り
、
中

は
見
ら
れ
な
い
。
井
桁
に
組
ま
れ
て
お
り
、
四
を
正
而
と
し
て
、
服
百
八

・
五

セ
ン
チ
、

市
さ
四
十
九
セ
ン
チ
、
奥
行
百
十
セ
ン
チ
を
測
る
。
各
市
と
も
素
面

で
あ
る
。

③

水

盤

③
と
市
化
に
践
ん
で
所
複
す
る
。

水
鍛
も
む
寺
に
普
遍
的
に
見
ら
れ
る
石
造
地
物
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
水
鉢

手
洗
石
水
船
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
が
あ
る
。
水
僻
は
水
を
入
れ
る
容
器

の
こ
と
で
あ
る
が
、

用
途
に
よ

っ
て
分
類
す
る
と
、
浴
川

手
水
則

前
水
川

水盤 文政5年(1822)④ 

の
三
種
類
に
分
か
れ
る
。
共
通
し
て
い
る
の
は
、
水
を
貯
め
る
た
め
の
貯
水
部

が
穿
た
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
構
造
が
比
較
的
単
純
な
た
め
、
時
代

別
の
変
化
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
。
一

般
に
自
に
す
る
の
は
手
水
用
で
、
社
寺

に
参
詣
し
た
時
に
、
口
を
す
す
い
だ
り
手
を
洗
っ
た
り
し
て
体
を
治
め
て
か
ら

お
参
り
す
る
た
め
の
物
で
あ
る
。
と
こ
の
社
寺
で
も

一
般
に
見
ら
れ
、
正
市
に
、

浄
水
胤
水
市
ゆ
水
な
と
の
名
称
が
刻
ま
れ
、
側
而
や
背
簡
に
紀
年
銘

・
奉

納
者
名
な
と
が
刻
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
庇
闘
に
観
賞

川
と
し
て
世
か
れ
る
物
も
山
て
く
る
。

①
は
正
而
が
凶
'
川
き
で
、
上
端
の
怖
百
三
」1
六
セ
ン
チ
、
出
さ
六
イ
五
セ
ン

チ
、
」
端
の
奥
行
六
十
三
セ
ン
チ
を
洲
る
。
上
部
に
桁
円
形
の
水
穴
を
穿
ち
、

内
法
は
九
十
九
×
三
十
九
ヒ
ン
チ
を
測
る
。
水
穴
の
縁
は
水
舵
上
部
の
-加
よ
り

成
り
上
が

っ
て
い
る
。
正
問
に
右
よ
り
杭
告
さ
で
「
奉
納
」
と
浅
く
広
く
陰
刻

さ
れ
、
北
聞
に
「
文
政
五
f
q
年
/
六
月
吉
祥
円
」
と
除
刻
さ
れ
て
い
る
。
文

政
五
年
は

一
八
二
二
年
で
、
江
戸
時
代
後
則
の
作
で
あ
る
。
吉
祥
日
は
吉
日
と

同
意
話
で
あ
る
。
背
而
に
は
、
「
願
主
深
江
村
/
高
級
新
兵
衛
/
岡
茂
左
術
門

/
坂
口
玄
泉
/
坂
口
文
右
術
門
/
磯
町
住
右
術
門
/
紺
屋
忠
右
衛
門
/
岡
問
屋

幸
左
衛
門
/
水
凶
屋
八
右
衛
門
/
永
問
屋
半
次
良
/
大
工
士
口
省
衛
門
/
中
尾
屋

伊
兵
衛
/
魚
屋
八
良
日
(
術
/
出
展
泊
三
一
郎
/
魚
屋
庄
兵
衛
/
部
屋
甚
兵
衛
/

木
村
/
也
、
径
三
四
郎
」
と

一
回
い
っ
ぱ
い
に
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
品
屋
や
出
産

な
と
当
時
の
漁
業
が
踏
ん
で
あ
っ
た
線
干
が
似
ば
れ
る
。
止
而
に
は
、
脱
百
二

1
八
セ
ン
チ
、
高
さ
三
十
八
ヒ
ン
チ
、
奥
行
十
一一

五
セ
ン
チ
を
測
る
板
状
の

石
材
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

⑤

石

標

①
J
③
が
所
在
す
る
平
川
一而
の
、
中
央
北
側
に
あ
る
石
段
の
す
ぐ
京
協
に
辿
っ

て
い
る
。一
側
二
十
山
セ
ン
チ
、

-M
さ
百
十
八
セ
ン
チ
、
奥
行
き
十
五
セ
ン
チ
を

測
る
凹
向
性
で
、
正
而
に

「公
仙
/
金
五
拾
口
刈
陪
久
土
門
/
同
時
同
校
」

(公

依
は
右
よ
り
横
山
泣
き
)
、
向
か

っ
て
右
聞
に
「
ハ
ム
凶
機
税
法
金
献
納
ノ
大
坂
」
、

-6ー
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左
前
に
「
百
筒
庶
之
外
第
拾
』
税
」
と
細
い
aU

イ
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑥

石

灯

簸

⑤
の
械
の
石
段
を
上
が
る
と
、
左
右
に

一
対
の
石
灯
能
が
あ
る
。
竿
は
神
前

型
の
物
で
、
援
形
の
く
び
れ
方
は
⑦
②
よ
り
激
し
い
。
総
高
は
二
百
七
イ
セ
ン

チ
で
、
稲
荷
神
社
の
境
内
の
石
造
法
物
で
は

一
帯
雨
い
物
で
あ
る
。
宝
珠
の
結

花
の
上
部
は
波
形
仁
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
基
礎
は
三
段
か
ら
成
り
、
中
段
の
北

而
に
「
武
庫
郡
本
庄
村
之
内
/
深
江
村
/
開
閉
正
政
」
と
か
な
り
く
ず
し
た
-Y

で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
南
面
が
正
而
で
、
竿
の
正
面
に
「
献
燈
」
、
背
而
に

「
明
治
四
十
三
年
三
月
=
一
日
」
と
、
こ
れ
も
く
ず
し
た
字
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

火
袋
は
凶
角
型
で
、
南
面
と
北
部
に
四
角
い
火
口
が
あ
り
、
東
一
聞
に
円
形
、
凶

面
に
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
粁
口
が
斜
め
に
切
ら
れ
、
軒
端
が
大

き
く
反
り
か
え
っ
て
い
る
。

⑦

石

灯

箆

⑤
と
一
対
。
⑥
と
比
べ
て
、
火
袋
の
東
部
と
西
国
が
入
れ
答
わ
っ
て
い
る
。

③

玉

垣

本
殿
の
あ
る
平
坦
地
へ
上
る
石
段
を
上
る
と
、
左
右
に
玉
垣
が
見
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
笥
進
者
の
名
前
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
c

石
段
の
u
h
上
部
の
脇
に
あ
る
物

は
、
石
段
の
耳
石
の
役
剖
も
来
た
し
て
お
り
、

一
回
り
大
き
な
物
に
な
っ
て
い

る
。
一
服
部
が
角
錐
の
四
角
位
で
、
流
紋
山
石
製
。
石
段
西
側
の
③
は
、
北
町
に

「
免
市
町
郡
脇
抑
制
柿
/
長
抑
制
消
五
郎
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
幅
二
十

五

五

七

/
チ
、
市
さ
百
八
七
ノ
チ
、
奥
行
一一
イ
六
セ
ン
チ
を
測
る
。

⑨
 石

段
を
は
さ
ん
で
③
の
東
側
に
あ
る
。
向
型
式
の
物
で
、
幅
二
十
七
セ
ン
チ
、

日
さ
百
七
セ
ン
チ
、
奥
行
二
十
六
セ
ン
チ
を
測
る
。
北
一
聞
に
「
深
江
郁
/
問
問

正
政
」
、
西
町
に
「
献
築
明
治
十
八
年
/
国
第
五
月
性

H
」
と
陰
刻
さ
れ
て

い
る
。 玉

j]! 

⑩

石

灯

筏

①
の
す
ぐ
凶
側
に
あ
る
。
総
高
は
二
百
凶
十
セ
ン
チ
で
、
宝
珠
に
四
角
形
の

苅
花
を
伴
う
。
基
伎
は
三
段
か
ら
成
り
、
中
段
の
南
而
に
「
小
西
岸
/
治
右
衛

門
/
大
仰
屋
/
六
兵
術
」
と
寄
進
者
の
名
前
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
北
枕
礎
の
北

町
に
は
、
火
袋
に
火
を
入
れ
る
時
に
上
が
る
石
段
が
抑
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。

竿
は
神
前
型
で
形
は
良
い
。
雨
前
が
正
面
で
、
「
常
夜
燈
」
、
京
面
に
「
天
明
六

年
/
丙
午
九
月
士
口

H
一
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
天
明
六
年
は

一
七
八
六
年
で
、

江
戸
時
代
後
期
の
作
。
火
袋
は
後
補
さ
れ
た
物
で
点
新
し
く
、
凹
角
型
で
南
而

と
北
而
は
問
角
い
火
口
に
な

っ
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
京

両
は
半
円
形
、
四
而
は
円
形
の
窓
に
な
っ
て
い
る
。

⑪

石

灯

箆

⑬
と
一
対
の
物
と
思
わ
れ
る
が
、
樹
木
に
被
わ
れ
て
い
て
細
部
は
不
明
で

あ
る
。

戸

f 

⑫

水

盤

自
然
石
の
上
国
に
水
穴
が
穿
た
れ
て
い
て
、
内
法
は
九
十
四
×
一二
十
六
セ
ン

チ
を
測
る
。
古
川
さ
は
六
十
五
セ
ン
チ
。
地
円
一
聞
は
樹
木
に
遮
ら
れ
て
銘
文
の
有
拒

は
不
明
で
あ
る
。
正
聞
は
素
而
で
あ
る
。
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⑬

石

灯

筏

拝
殿
の
前
に

一
一対
で
建
っ
て
い
る
。
切
石
駅
の
ム
口
石
上
に
三
段
の
基
礎
を
築

き
、
総
高
は
二
百
六
J
l

六
五
セ
ン
チ
を
測
る
。
竿
は
凹
角
型
で
、
上
部
の
凹

附
は
少
し
起
り
が
見
ら
れ
、
下
方
は
省
千
裾
広
が
り
に
な
っ
て
い
る
。
正
面
に

上
部
が
花
玖
却
の
怨
み
を
つ
け
、
内
部
に

「献
的
」
と
除
刻
さ
れ
て
い
る
。
背

而
は

「文
久
一光
/
辛
凶
弥
生
」
と
江
戸
時
代
末
則

(一

八
六

二

の
年
号
が
除

刻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
悲
磁
の
上
段
の
正
而
に
、
右
か
ら
横
書
き
で

「古
木
」
、

中
段
の
正
面
も
同
じ
く
布
か
ら
徴
的
き
で

「惣
都
中
」
と
除
刻
さ
れ
て
い
る
。

背
而
に
は
、
火
口
に
火
を
入
れ
る
時
に
よ
る
石
段
が
据
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。

火
袋
は
四
角
型
で
、
凹
方
北
ハ
凹
品
川
い
火
口
に
な
っ
て
お
り
、
木
枠
の
窓
が
付
け

ら
れ
て

い
る
。
笠
の
凹
附
は
強
く
反
転
し
て
い
る
。
宝
珠
に
は
前
花
が
伴
っ
て

お
り
、
そ
の
上
部
は
波
形
の
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る。

⑭

石

灯

筏

⑬
と

一
対
。

⑮

石

灯

篠

本
殿
は
祥
殿
よ
り

一
段
高
い
所
に
あ
り
、
そ
の
西
側
に
二
つ
の
桐
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
、
川
判
浮
女
命
と
天
満
宮
を
配
っ
て
い
る
。
天
満
宮
の
前
に
凶
器
の
石

灯
能
と
二
基
の
狛
犬
が
建
っ
て

い
る
。
⑮
は
⑬
と
共
に
最
前
列
に
位
置
し
て
い

る
石
灯
能
で
あ
る
。
宝
珠

詰
花
が
亡
失
し
て
お
り
、
現
高
は
百
五
十
四
セ
ン

チ
。
基
礎
は
二
段
か
ら
成
り
、
上
段
の
正
而
に
術
性
き
で
右
か
ら
「
野
間
門
人

中
」
と
除
刻
さ
れ
て
い
る
。

野
間
門
人
は
、
本
庄
墓
地
内
に
-品
川
仰
が
あ
る
野
川

本
造
を
お
う
川
下
の
人
々
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
凶
間
本
迭
に
つ
い
て
は

『武
此

郁
誌
」
に
よ
る
と
「
天
保
七
年

(一

八
三
六
)
凶
、
帰
州
小
野
よ
り
や
っ
て
き

て
、
深
江
村
で
子
弟
に
“
出
結
珠
れ
件
近
を
数
、
え
た
。
学
徳
が
艇
れ
て
い
た

た
め
、
そ
の
徳
を
泌
っ
て
教
え
を
受
け
る
人
が
多
か
っ
た
。
慶
応
年
間

(一

八

六
五
1
一
八
六
七
)
に
病
死
し
、
弟
子
た
ち
が
深
江
村
の
誕
地
に
仰
を
主
て
た
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
昨
而
に
は
「
殺
起
人
/
問
田
正
蔵
/
野
村
平
兵
衛
」
と

か
な
り
く
ず
し
た
目与
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
竿
は
神
前
型
の
物
で
、
正
而
に

「
献
燈
」
、
背
聞
に

「明
治
二」
l

七
年
七
月
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は

凹
角
引
で
、
陶
而
と
化
而
に
凹
品
川
い
火
口
が
あ
り
、
東
而
に
円
形
、
凶
聞
に
三

日
月
形
の
窓
が
あ
る
。

⑮

石

灯

諮

⑮
と
一

一利
。
宝
珠
と
四
角
却
の
訪
花
も
あ
り
、
先
形
で
総
高
は
百
七
十
八
セ

ノ
チ
。

-8ー

⑫

石

灯

箔

一
段
の
基
礎
の
上
に
あ
る
竿
は
凶
角
型
で
、
神
前
型
で
は
な
い
四
角
村
状
の

物
。
南
聞
が
正
而
で
、
「
天
満
目
」
、
東
面
「
願
王
宮
本
中
/
敬
白
」
と
除
刻

さ
れ
て
い
る
。
図
面
は
風
化
で
ほ
と
ん
ど
文
字
は
読
み
と
れ
な
い
が
、
⑬
の
東

而
と
同
じ
内
容
の
銘
文
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
と
問
い
わ
れ
る
。
総
古
川
は
百
三

十
五
セ
ン
チ
。
火
袋
も
四
角
型
で
、
南
一凹
と
北
而
に
四
角
い
火
口
が
あ
り
、
束
。

而
に
円
形
、
四
聞
に
半
円
形
の
窓
が
あ
る
。
宝
珠
に
は
訪
花
を
伴
い
、

で
あ
る
。

四
角
型

⑬

石

灯

縫

⑫
と
一

対
で
あ
る
が
、
笠
な
ど
に
破
損
が
目
立
つ
。
竿
の
正
而
に
「
天
満
{
目
」
、
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東
部
に
「
究
延
三
庚
午
年
/
九
月
十
五
日
」
、
四
回
に
「
願
主
宮
本
住
某
/
敬

白
」
と
そ
れ
ぞ
れ
除
刻
さ
れ
て
い
る
。
党
延
三
年
は

一
七
五

O
年
で
江
戸
中
則

の
作
。

⑮

狛

犬

高
さ
六
十
九
セ
ン
チ
の
ム
口
石
上
に
也
か
れ
て
い
る
。
狛
犬
は
砂
岩
裂
で
、
下

部
は
厚
さ
九
セ
ン
チ
の
敷
石
に
な
っ
て
お
り
、
狛
犬
そ
の
も
の
の
高
さ
は
五
十

五
セ
ン
チ
を
測
る
。
大
阪
狛
犬
の
型
式
で
、
敷
石
の
正
而
に
「
献
」
、
背
面
に

右
か
ら
横
書
き
で
「
明
治
四
す
凶
年
口
月
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

狛
犬
も
、
と
こ
の
神
社
で
も
よ
く
見
か
け
ら
れ
る
石
造
造
物
で
、
参
道
入
口

や
神
社
に
泣
か
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
一

方
が
口
を
開
き
、

一
方
が
閉
じ
る

am
q

ん

仰

B
S
1
6

と
い
う
阿
問
の
形
を
と

っ
て
い
る
。
中
間
の
漢
の
時
代
に
、
刷
所
の
前
方
に
守

護
神
的
役
割
と
し
て
石
彫
り
の
獅
干
が
位
か
れ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
う
。
狛

犬
は
唐
獅
子
と
も
呼
ば
れ
、
筑
間
の
動
物
で
あ
る
。
日
本
で
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
平
安
時
代
か
ら
で
、
寺
院
に
は
ほ
と
ん
ど
世
か
れ
ず
、
も

っ
ぱ
ら

神
社
に
置
か
れ
た
。
十
日
く
は
庭
内
に
白
か
れ
た
木
製
が
多
く
、

江
戸
時
代
以
後

に
、
屋
外
に
位
か
れ
た
石
造
製
が
数
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
狛
犬
は

そ
の
形
状
に
よ
っ
て
、
大
阪
(
浪
花
)
狛
犬
出
雲
泊
犬
尾
道
狛
犬
な
ど
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

⑮

狛

犬

⑫
と
一

一対
。
敷
石
の
正
而
に
「
奉
」
、
背
面
に
右
か
ら
般
書
き
で

「殺
起
人

岡
悶
正
蔵
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

@

石

詞

天
満
宮
の
澗
の
斜
め
前
方
に
あ
る
。
幅
三
十
八
セ
ン
チ
、
-M
さ
三
十
セ
ン
チ

の
基
礎
上
に
室
部
が
あ
り
、
正
問
は
一叫
が
な
く
、
中
に
は
何
も
配
ら
れ
て
い
な

い
。
屋
根
は
頭
部
に
水
平
仰
が
あ
り
、
何
十
九
セ
ン
チ
、
高
さ
六
セ
ン
チ
を
測

る
。
屋
摂
全
体
の
幅
は
四
十
七
セ
ン
チ
、
向
さ
三
イ

一
セ
ン
チ
を
測
る
。
問
降

棟
は
軒
に
向
か

っ
て
ゆ
る
や
か
な
照
り
山
線
を
示
し
て
い
る
。
銘
文
は
見
ら
れ

な
い
。
何
を
肥
っ
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
山
の
神
を
記
っ
て
い
た
純
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

②

自

然

石

@
の
石
絢
の
横
に
あ
る
。
高
さ
六
十
四
セ
ン
チ
、

幅
五
十
セ
ン
チ
を
測
る
。

自
然
石
の
表
面
に
証
数
の
窪
み
が
兇
ら
れ
る
。
自
扶
に
つ
い
た
物
か
人
為
的
な

物
か
は
わ
か
ら
な
い
。
記
ら
れ
て
い
る
物
で
あ
る
が
、
こ
の
石
材
が
何
で
あ
る

か
は
、
神
社
の
人
も
ご
存
知
な
い
。

③

石

灯

縫

本
殿
の
西
南
関
に
建
つ
。
繁
み
の
中
に
あ
り
、
外
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
存
在
は

⑫石灯箆一一元禄6年(1693)左は竿の銘文の拓本
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わ
か
ら
な
い
。
上
部
が
繰
形
座
に
な

っ
て
い
る
基
礎
の
よ
に
竿
が
あ
り
、
四
角

柱
で
角
に
は
面
取
り
が
さ
れ
て
い
る
。
南
而
が
正
面
で
、
「
奉
献
上

石
灯
篭
」
、

背
面
に
「
元
禄
六
突
四
年
二
月
八
日
」
、
東
面
に
「
山
石
井
』話
友
術
門
」
、
西
面
の

下
方
に
「
岩
升
重
兵
衛
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
元
禄
六
年
は

一
六
九
三
年
で
、

江
戸
時
代
中
期
の
作
で
あ
る
。
稲
荷
神
社
境
内
の
石
造
造
物
の
中
で
依
も
古
い

紀
年
銘
を
刻
ん
で
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
聞
に
四
角
い
火
口
が
あ
り
、

四
面
に
半
円
、
京
市
に
円
形
の
窓
が
あ
る
。
過
去
に
倒
同
情
し
た
の
か
、
各
部
の

継
ぎ
目
が
セ
メ
ン
ト
で
補
修
さ
れ
て
い
る
。
総
古
川
は
百
六
十
三
セ
ン
チ
で
、
竿

の
市
さ
は
五
十
八
セ
ン
チ
を
測
る
。

⑫

石

灯

徳

本
殿
前
の

一
段
低
い
所
に
建
つ
。
総
高
は
二
百
七
イ
セ
ン
チ
。
基
礎
は
上
部

に
遮
弁
が
見
ら
れ
、
中
央
に
松
弁
を
意
識
し
た
単
弁
士
来
、
間
に
も
同
じ
形
の

単
告
を
刻
山
山
し
て
い
る
。
竿
は
円
相
で
、
長
さ
は
八
十

一
セ
ン
チ
を
測
る
。
中

央
に
二
条
州
酬
の
節
が
見
ら
れ
る
。
南
側
の
正
而
に
は
、
「
永
代
市
夜
燈
」
、
背
而

に

「六
月
吉
祥
日
」
、
京
而
に

「願
王
宮
本
次
郎
兵
衛
」
、
凶
而
に
「
妊
手
元
叩

歳
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
政
は
年
と
同
じ
で
、
延
平

X
4は
一
七
凶
凶

4
で

江
戸
中
川
の
竹
。
七
の
表
而
は
風
化
で
荒
く
な
っ
て
お
り
、
文
字
は
読
み
と
り

に
く
く
な

っ
て

い
る
。
中
台
下
方
に
は
遮
弁
が
比
ら
れ
、
中
央
に
同
町
弁

一
部、

叫
に
も
単
弁
が
刻
山
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
凶
角
川
引
で
、
出
北
而
に
凶
品
川
い
火

円
が
あ
り
、
四
而
に
半
川
形
、
京
市
に
川
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
は
凹
附
に

LH
h

ぴ
て

朕
手
と
時
ば
れ
る
巻
き
込
み
状
の
物
が
見
ら
れ
る
。

③

狛

犬

本
殿
前
に
あ
り
、
向
き
九
十
二
セ
ン
チ
の
ム
口
伝
上
に
の

っ
て
い
る
。
ム
凶
行
に

は
正
而
に

「献」
、
背
而
に

「大
正
十
三
年
二
月
/
深
江
/
附
印
正
政
/
全
い

く
」
、
西
而
に

「大
阪
八
刺
家
/
石
匠
川
島
三
平
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
神

戸
市
東
灘
区
深
江
本
町
三
丁
目
所
在
の
大
日
霊
女
神
村
の
境
内
に
も
、
同
じ
古
川

進
者
、
石
工
に
よ
る
狛
犬
が
こ
れ
よ
り

一
ヶ
月
前
に
建
て
ら
れ
て
い
た

(本
誌

二
十
号
参
問
、
)
。
狛
犬
は
大
阪
型
で
、
高
さ
九
十
セ
ン
チ
を
測
る
。
大
日
霊
女

神
村
の
物
と
ち
が
い
、
花
山
岡
山
右
製
で
あ
る
。

⑧

狛

犬

③
と

一
一対
で
、
台
石
正
聞
に
は

い
る
。

⑫
 

「
奉
」
と
、
く
ず
し
た
字
で
陰
刻
さ
れ
て

石

灯

箆

本
殿
前
に
建
つ
。
総
高
は
二
百
二
|
三
セ
ン
チ
で
、

一
見
@
と
一
対
の
物
の

よ
う
に
見
え
る
が
、
細
部
に
わ
た

っ
て
追
い
が
あ
り
、
作
成
さ
れ
た
年
代
も
巡
っ

て
い
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
古
い
の
で
、

@
は
こ
れ
と

一
対
に
な
る
よ
う
に
類
似

形
で
竹
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
恭
礎
の
上
部
に
市
雄
弁
が
見
ら
れ
、
隅
に
単
弁

が
刻
山
さ
れ
、
中
央
に
も
押
し
つ
ぶ
さ
れ
た
問
弁
状
の
物
が
見
ら
れ
る
。
竿
は

円
相
で
、
長
さ
は
八
十
凶
セ
ン
チ
を
測
る
。
中
央
に
こ
糸
線
の
節
が
見
ら
れ
、

正
聞
に
「
永
代
fM夜
焼」
、
京
而
に

「
事
保
十
三
戊
申
年
」
、
西
而
に
「
卯
月
吉

祥
日
宮
本
開
主
凶
良
左
術
門
」
と
除
刻
さ
れ
て
い
る
。
事
保
十
三
年
は

一
七

二
八
年
で
、
江
戸
時
代
中
期
の
作
。
中
台
の
下
部
に
も
巡
弁
が
見
ら
れ
、
中
央

に
桜
弁

一
葉
、
そ
の
左
右
に
問
弁
を
配
し
、
間
に
も
的
問
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。

-10ー
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火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北
面
に
凹
角
い
火
口
が
あ
り
、
東
而
に
半
円
形
、
西
而

に
円
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。
笠
の
四
隅
に
政
手
が
見
ら
れ
、
@
よ
り
大
き
い
巻

き
込
み
状
に
な
っ
て
い
る
。

⑧

石

灯

範

本
殿
東
の
五
社
を
杷
る
耐
の
前
に
建
つ
。
高
さ
十
日
八
セ
ン
チ
の
台
右
上
に
立

ち
、
総
高
百
九
十
セ
ン
チ
。
基
礎
に
は
、
側
面
に
花
頭
形
の
格
狭
間
を
意
識
し

た
輪
郭
が
各
聞
に
見
ら
れ
る
。
上
部
に
は
蓮
弁
が
見
ら
れ
、
中
央
に
単
弁
一
菜
、

左
右
に
問
弁
を
配
し
、
隅
に
も
単
弁
を
刻
出
し
て
い
る
。
竿
は
神
前
型
で
、
各

国
の
左
右
両
端
に
外
よ
り

一
セ
ン
チ
入

っ
た
と
こ
ろ
に

一
本
の
筋
が
縁
に
沿
っ

て
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
正
面
に
「
永
代
品
夜
燈
」
、
東
聞
に

「玄

水
七
使
寅
年

卯
月
八
日
」
、
西
面
に
「
施
主
宮
本
神
田
又
左
衛
門
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

宝
永
七
年
は
一
七

一
O
年
で
、
江
戸
時
代
中
期
の
品
川
。
中
台
に
迩
弁
は
見
ら
れ

な
い
が
、
側
簡
に
は
桐
や
粥
が
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、
南
北

而
に
四
角
い
火
口
が
あ
り
、
京
市
は
半
円
形
、
西
聞
は
円
形
の
窓
に
な

っ
て
い

る
。
笠
の
隅
降
掛
は
照
り
起
り
が
見
ら
れ
る
。

@石灯徳一一宝永 7年 (1710)

③

石

灯

縞

⑧
と

一
対
。
竿
の
四
面
に
は
「
施
主
大
坂
紙
屋
又
兵
衛
」
と
陰
刻
さ
れ
、
そ

れ
以
外
は
⑧
と
同
じ
型
式
で
あ
る
。

⑧

石

灯

縫

本
殿
東
の
や
や
奥
に
白
孤
を
把
る
一
例
が
あ
る
。
綱
の
向
か
っ
て
右
前
に

一
基

の
石
灯
能
が
建
っ
て
い
る
。
総
高
は
百
五
十

一
セ
ン
チ
を
測
る
。
竿
は
四
角
柱

で
、
正
面
に
「
献
燈
」
、
背
聞
に
「
願
、
一
王
/
柏
屋
弥
兵
衛
」
、
東
函
に
「
子
時
文

久
二
年
/
壬
戊
初
夏
吉
日
」
と
草
書
体
で
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
文
久
二
年
は

一

八
六
二
年
で
、
江
戸
時
代
末
期
の
作
。
彫
り
は
浅
く
、
文
字
は
読
み
と
り
に
く

い
。
火
袋
は
凶
角
型
で
、
南
北
部
に
四
角
い
火
口
が
見
ら
れ
、
西
国
に
円
形
、

東
聞
に
三
日
月
形
の
窓
が
見
ら
れ
る
。

⑧

石

灯

締

本
殿
京
に

一
本
の
木
が
配
ら
れ
、
そ
の
前
に
一
一
基
の
石
灯
能
が
建
つ
。
基
礎

は
ほ
と
ん
ど
土
中
に
以
も
れ
て
い
る
。
竿
は
細
長
く
、
不
安
定
な
印
象
を
与
え

る
石
灯
純
で
あ
る
。
竿
は
凹
角
柱
で
、
正
而
に

「献
澄
」
、
背
面
に
「
皇
紀
二

千
六
百
二
年
五
月
/
朝
日
仁
朗
」
と
陰
刻
さ
れ
て
い
る
。
火
袋
は
四
角
型
で
、

東
而
と
西
而
に
四
角
い
火
口
が
あ
り
、
南
国
は
円
形
、
北
而
は
半
円
形
の
窓
が

見
ら
れ
る
。
火
袋
の
上
は
、
切
妻
の
屋
根
形
に
な

っ
て
お
り
、
勾
配
は
二
段
に

な
っ
て
い
る
。
孤
部
に
は
水
平
肺
怖
が
見
ら
れ
る
。

自主
紀
二
千
六
百
一一

4
は
、
昭

和
十
七
年
に
あ
た
る
。
現
高
は
百
三
十
セ
ン
チ
。

③

石

灯

絡

@
と

一
一対
。
竿
の
背
而
に
「
皇
紀
二
千
六
百
二
年
五
月
/
小
山
切
俄
七
」
と

陰
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑧

石

灯

総

本
殿
前
の
樹
木
の
繁
み
の
中
に
あ
り
、
各
部
の
計
測
は
で
き
な
い
が
、
竿
は

円
柱
で
、
中
央
に
節
が
あ
る
。
火
袋
は
六
角
型
で
、
中
台
の
下
に
箭
花
が
見
ら

れ
る
。
銘
文
等
は
不
明
。

ー
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⑧

石

灯

縫

③
と
ほ
ぼ
同
形
式
の
物
で
あ
る
。
樹
木
に
お
お
わ
れ
て
い
て
、
計
測
不
能
。

③

石

灯

範

宝
珠
の
部
分
が
欠
け
て
お
り
、
羽
詰
は
百
六
十
三
セ
ン
チ
。
竿
は
円
相
で
、

中
央
に
節
が
あ
り
、
正
而
に
「
猷
燈
」
、
背
而
に

「
深
江
(
以
下
不
明
)」
、
東

而
に
「
文
久
一死
酉
弥
生
」
と
除
刻
さ
れ
て
い
る
。
文
久
元
年
は

一
八
六

一
年
で
、

江
一戸
時
代
末
期
の
作
。
火
袋
は
六
品
川
型
で
、
正
而
と
背
而
に
四
角
い
火
口
が
児

ら
れ
る
。
他
の
而
に
は
、
円
形
の
窓
や
、
同
刑
を
陽
刻
し
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ

る
。
中
台
の
下
に
単
弁
の
紛
花
が
見
ら
れ
る
。

⑧

石

灯

縫

③
と
ほ
ぼ
同
形
式
で
、
竿
の
背
而
に
「
背
木
灘
屈

さ
れ
て
い
る
。

(以
下
不
明
こ

と
除
刻

@

石

灯

縞

⑪
⑧
と
ほ
ぼ
同
形
式
で
、
竿
の
背
而
に
「
W
H
木
何
川
市
」
と
除
刻
さ
れ
て
い
る
。

⑧

右

灯

餓

樹
木
に
お
お
わ
れ
て
い
て
近
づ
け
ず
、
詳
細
は
不
明
。
③
l
⑧
は
い
ず
れ
も

樹
木
の
繁
み
で
詳
し
く
制
官
官
で
き
な
い
が
、
ほ
ほ
問
形
式
で
、

文
久
元

4
(
一

八
六
こ
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
、
お
わ
り
に

以
上
、
簡
単
で
あ
る
が
、
稲
荷
神
社
境
内
の
石
造
造
物
の
澗
奈
報
告
を
記
す
。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
江
戸
時
代
中
川
以
降
の
作
で
、
近
刊
か
ら
近
代
に
至
る
地
域

の
人
々
の
足
跡
が
見
ら
れ
る
。
特
に
@
水
盤
の
背
而
に
は
、
深
江
、
作
木
の
十

六
人
の
村
人
の
名
前
が
列
記
さ
れ
、
品
川
屋
や
部
屋
の
名
前
か
ら
当
時
の
漁
業
が

践
ん
だ
っ
た
械
子
が
偲
ば
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
文
献
史
料
に
あ
ら
わ
れ
な
い

人
々
の
名
前
が
、
金
石
文
と
し
て
、
石
造
泣
物
に
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

前
号
で
大
国
別
館
長
が
、
古
文
告
か
ら
近
世
の
稲
荷
神
社
の
肢
史
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
。
今
回
の
鋒
者
の
報
告
が
、
そ
れ
を
補
足
で
き
る
よ
う
な
資
料
に

な
り
、
地
域
の
歴
史
の
解
明
に
役
立
て
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

最
後
に
な
っ
た
が
、
稲
荷
神
社
宮
司
の
神
悶
術
治
氏
に
は
お
位
話
に
な
っ
た
。

記
し
て
感
鮒
し
ま
す
。⑮ 

⑧ 

⑧ 

⑧ 
当
館
で
は
、
少
し
前
ま
で
見
か
け
ら

れ
た
生
活
用
共
も
数
多
く
展
示
し
て
い

ま
す
。
上
の
写
真
も
そ
の

一
つ
で
あ
り

ま
す
が
、
使
所
で

mを
足
し
た
後
に
手

を
洗
う
道
具
で
、
悦
所
に
つ
な
が
る
縁

側
の
近
く
に
、
ぶ
ら
さ
が

っ
て
い
ま
し

た
。
長
い
間
名
前
が
わ
か
ら
な
く
、
い
ろ
ん
な
人
に
川
い

て
も
ご
有
じ
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
古
い
広
告
な
ど
を
見
る
と
、
ど
れ
に
も

「
手
洗
総
」

と
削
て
い
ま
す
。
そ
の
ま
ま
の
名
前
で
す
が
、
家
や
地
域
に
よ

っ
て
別
の
名
前

が
使
わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ご
存
じ
の
方
は
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
号
は
、
誌
面
の
都
合
で
私
の
調
査
報
告
だ
け
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方
か

ら
の
ご
感
想
を
お
筒
ち
し
て
い
ま
す
。
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